
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

釧路市における地域生活支援拠点等は、障がい者の高齢化・重度化や「親亡き後」を

見据え、障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、障がい者の生活

を地域全体で支える仕組みの整備を図ることを目的としています。 

 

北海道では、地域生活支援拠点等は「居住支援機能」と５つの「地域支援機能」を整

備することとされています。 

釧路市は、既存の地域資源を有機的につなぎ合わせて整備（面的整備）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ コーディネーターの役割とは？ ～ 

釧路市障がい者地域生活支援拠点等事業ではコーディネーターを配置しています。 

コーディネーターの主な役割は、障がい者本人やその家族、特定相談支援事業所をはじめとす

る支援者へ地域生活支援拠点等でできることや、緊急時の対応・支援等を構築する方法について

助言をすることです。その上で、地域に暮らす障がい者の様々なニーズに対応するサービス提供

体制の確保や、地域資源の連携体制の構築なども行います。 

また、障がい者からの相談や緊急時の対応事例を定期的に自立支援協議会に報告することで、

拠点等機能の見直しを行い、機能の充実・強化をはかります。 

コーディネーターは、基幹相談支援センターへ業務を委託しています。 

■釧路市障がい者基幹相談支援センター■ 

住所：釧路市双葉町１７番１０号 

TEL：0154-65-6500  FAX：0154-65-6470 

【居住支援機能と 5 つの地域支援機能】 

●居住支援機能 

●地域支援機能 

①相談支援機能 

②体験の機会・場の提供 

③緊急時の受け入れ・対応 

④専門性の確保 

⑤地域の体制づくり 

釧路市では、①と③を事前登録

制としています。詳細について

は「２事前登録の具体な流れ」

を参照してください。 



 

障がい者が安心して地域で暮らし続けるためには、緊急事態の発生を未然に予防する

ことが必要となります。また、緊急事態が起こってしまった際に困ることがないように、

事前に緊急時の受け入れ・対応が想定されていることが大切になります。 

釧路市の地域生活支援拠点等では、単身生活であるなどの理由で緊急時に支援が見込

まれない状況にある重度障がい者を事前相談により把握し、緊急時には事前登録による

受け入れ・対応を行うこととしました。 

円滑な運用となるよう、事前登録の具体的な流れについて説明します。 

 

 

 

① 相談受付 

緊急時に支援が見込まれない重度の障がい者及びその家族等（以下、「登録希望者」）

は、釧路市障がい者地域生活支援拠点等事業に伴う事前登録による緊急時対応等（以下、

「事前登録対応」）を希望する場合は、特定相談支援事業所（利用していない場合はコ

ーディネーター）にあらかじめ登録相談を行います。 

 

② 事前登録対象の確認 

登録相談を受けた特定相談支援事業所は、登録希望者の生活状況や障がい状況、想定

される緊急事態などを聞き取り、コーディネーターに伝えます。 

コーディネーターは特定相談支援事業所とともに、事前登録の対象であるかどうかを

確認します。（Ｑ１参照） 

 

 

 

～ 障がい者はだれでも事前登録ができるの？ ～ 

事前登録は、緊急時に支援が見込まれない重度の障がい者の対応や支援方法をあらかじめ調整

しておくことで、安全・安心な地域生活を担保することを目的としています。 

そのため、緊急時に障がい者本人の代わりに対応する人がいる場合や、緊急時の支援先が既にあ

る場合など、事前登録しなくても地域生活が可能な方は事前登録の必要はありません。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事前登録の対象】 

事前登録の対象者 

① 釧路市内の居宅において、単身であるため緊急時の支援が見込めない状

況にある重度の障がい者 

② 釧路市内の居宅において、家族と同居していても当該家族の障がい・疾

病等のため緊急時の支援が見込めない状況にある重度の障がい者 

③ ①②に準ずる者で釧路市長が必要と認めたもの。 

事前登録する緊急時及び受け入れ・対応方法 

① 緊急時  

以下の理由により地域での生活が一時的に困難となり支援が必要な時 

ⅰ 障がい者本人の障がい特性 

ⅱ 障がい者本人の高齢化・重度化 

ⅲ 介護者の病気・死亡等 

② 緊急時の対応方法 障害福祉サービスにおける地域定着支援を活用 

③ 緊急時の対応範囲 地域定着支援で対応可能な範囲 

④ 緊急時の受け入れ方法 短期入所などの障害福祉サービスやその他の

地域資源 

 

まずは、下記を聞き取った上で、コーディネーターに相談しましょう。 

登録希望者が、「事前登録の対象者」①、②の緊急時の支援が見込めない状況にある重度

の障がい者に当てはまるか確認しましょう。その上で、登録希望者が想定する緊急時と希望

する対応について聞き取りを行います。 

相談支援専門員は聞き取りの結果をコーディネーターへ伝え、事前登録対応等が地域定

着支援や短期入所などを利用して支援すべきか、支援可能かを一緒に考えます。この時、

登録希望者の緊急時のニーズの他に、これまでの関わりの中で考えられる登録希望者の地

域生活上の課題も併せて検討しましょう。 

 

登録希望者の状況によって、以下の対応をお願いします。 

①登録希望者が、自分以外の計画相談支援を利用している場合は、担当している相談支

援専門員に相談するよう促してください。 

②登録希望者が、計画相談支援を利用していない場合は、コーディネーターへ相談するよ

う促してください。 

 



特定相談支援事業所は、登録希望者が「（1）登録相談」において事前登録対象となっ

た場合には、事前登録対応等の検討・調整、釧路市障がい者地域生活支援拠点等事業事

前登録シート（以下、「事前登録シート」※）の作成を下記の流れで行います。 

 

※「事前登録シート」とは 

Ａ（登録者情報）とＢ（緊急時支援計画）の２枚で構成されています。 

釧路市のホームページに様式を掲載しています。ダウンロードし活用してくださ

い。 

 

① 事前登録対応等の検討 

特定相談支援事業所は、現状の問題点と本人が目指す地域生活を聞き取った上で、登

録希望者に起こりうる障がい特性等に基づく地域生活上の緊急事態を想定し、コーディ

ネーターと共に本人が目指す「安全・安心な地域生活の構築」と「事前登録対応等の内

容」について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 事前登録対応等の調整 

特定相談支援事業所は、コーディネーターと検討した内容について、地域定着支援、

短期入所などと対応可能か調整します。 

事前登録シートを仮作成した上で、登録希望者、地域定着支援、短期入所などへ提示

し、詳細について確認を行い、支援体制を構築してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【事前登録対応等の検討】 

① 安全・安心な地域生活の構築 

② 事前登録対応等の内容 

 ⅰ 具体的な緊急時の事例、頻度等 

 ⅱ 対応（障がい者等と緊急時の連絡を行う）方法 

 ⅲ 受け入れ（障がい者の緊急時の支援を行う）方法 

 

 

 緊急時の支援方法の組み立てや事前登録シートの記載方法など、わからないことがあれ

ば、随時コーディネーターから助言を得ながら作成してください。 



 

～ 短期入所の定員超過利用による協力事業所とは？ ～ 

事前登録シートで想定される緊急事態の際に、満床の場合でも定員を超過して利用できるよ

う可能な限り協力する事業所のことです。協力事業所の一覧は、釧路市ホームページに掲載し

ています。 

事前登録対応等で短期入所の利用を考えている場合は、「協力事業所一覧」を参考としながら

2 か所以上の短期入所を調整しておきましょう。また、登録希望者には事前に体験的な利用な

どを行い短期入所に慣れてもらいましょう。 

 

 

 

「2（2）事前登録対応等の検討」に目途がついたら、登録希望者に対しコーディネ

ーターが登録申請と必要な障害福祉サービスの利用申請をするよう促します。登録希望

者は、「釧路市障がい者地域生活支援拠点等事業に伴う事前登録申請書」（以下、「事前

登録申請書」）等を市に提出します。 

 

 

 

登録申請と同時に地域定着支援や短期入所など必要なサービス利用申請も忘れずに行いま

しょう。障害支援区分の取得が必要な障害福祉サービスを新規に利用する場合には、区分認定

まで２～３ケ月程度かかりますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的には、登録希望者が申請書の提出をおこないますが、登録希望者が身体機能の低

下などの理由により提出が困難な場合は、本人意思のもと、特定相談支援事業所などが申

請代行を行えます。本人の状態に応じ、申請行為は柔軟な対応をお願いします。 

釧路市のホームページに掲載しております。ダウンロードし、活用してください。 

また、提出先は釧路市福祉部障がい福祉課（釧路市黒金町７丁目５番地 防災庁舎 ３階）

となります。 ※各行政センター、各支所では受け付けていません。 



特定相談支援事業所は事前登録シートを作成し、以下の手順で事前登録シートを市へ

提出します。 

 

①事前登録シートの作成 

「２（2）②事前登録対応の調整」の確認が終わったら、事前登録シートを作成しま

しょう。 

なお、事前登録シートはＡ（登録者情報）とＢ（緊急時支援計画）で構成されており、

調整した緊急時対応等の内容を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②コーディネーターのチェック 

作成した事前登録シートをコーディネーターにチェックしてもらいます。コーディネ

ーターは検討・調整した内容について、記載漏れがないか確認します。 

 

③支援内容の確認 

地域定着支援、障がい福祉サービスやその他地域資源、登録希望者の順で、事前登録

シートの記載内容の確認をしてもらいます。 

 

④事前登録シートの提出 

特定相談事業所はすべての確認が済んだら事前登録シートを市へ提出してください。 

 

 

特定相談事業所は事前登録シートとサービス等利用計画案の提出を同時にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

【事前登録シート】 

事前登録シート Ａ（登録者情報）  

登録希望者の基本情報、本人が目指す地域生活などを記載します。 

事前登録シート Ｂ（緊急時支援計画）  

本人・家族が想定する緊急事態や、緊急時の対応の方法・支援先などをで

きるだけ簡潔・具体的に記載します。 



市は、提出された事前登録申請書及び事前登録シートの内容を確認したうえで、登録

番号・登録期間を定め登録します。 

 

市は、登録者に登録通知及び事前登録シートの写しを送付します。 

また、地域定着支援、短期入所などにも事前登録シートの写しを送付します。 

※ 登録者については、登録通知と同時に地域相談受給者証等を送付します。 

 

 

 

 

 

 

 

特定相談支援事業所は、事前登録シートの写しを受け取った後、通常どおりサービス

担当者会議を開催し、支援体制の最終確認を行ってください。また、サービス担当者会

議には、コーディネーターも招集してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している障がい福祉サービスの終期と同時になります（原則）。 

 

招集します。 

平常時・緊急時を併せて各々の役割分担を支援者全員で共有してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前登録はできませんが、登録希望者が希望する場合には、特定相談支援事業所と基幹

相談支援センターとが連携し、地域生活上の課題を一緒に考えていくことになります。 

事前登録シートＡ（登録者情報）、Ｂ（緊急時支援計画）を市へ提出してください。 

提出期限は登録期間の終期の２週間前としますが、まずは継続の必要性についてコーディ

ネーターと相談してください。更新しない場合は、登録者が事前登録申請廃止届を提出す

る必要があります。 

※ 更新手続きには事前登録申請書の提出は必要ありません。 

事前登録シートの変更となった部分を訂正し、市へ提出してください。 

 

事前登録シートは緊急時の支援に特化したものとなっていますので、地域定着支援台帳

は別に作成してください（事前登録シートを活用することは可能）。 

 



 

事前登録シートＢ（緊急時支援計画）に基づく対応案件が発生します。 

 

登録者またはその家族は、事前登録シートＢ（緊急時支援計画）に基づき、地域定着

支援事業所へ連絡します。 

 

地域定着支援事業所は、連絡内容、状況から事前登録シートＢ（緊急時支援計画）に

基づき短期入所などの受け入れ先へ連絡します。 

受け入れ先は、地域定着支援事業所からの連絡を受け、事前登録シートＢ（緊急時支

援計画）に基づく、緊急時の受け入れを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受け入れ先は特定相談支援事業所へ事前登録対応の実施日時、内容、利用者の状況等

を連絡します。なお、休日や夜間帯に対応した場合は、翌平日の日中帯に連絡を行うこ

ととなります。 

 

 特定相談支援事業所は、事前登録対応等の報告をもとに居宅生活の継続が可能である

か、コーディネーターと相談します。 

 居宅生活の継続が可能であるが、支援体制の再構築が必要な場合、コーディネーター

と事前登録対応等について検討します。 

 

 

地域定着支援事業所は、事前登録シートＢ（緊急時支援計画）に記載がない困り事でも

通常のサービス提供の範囲内で対応してください。 



「（5）ケア会議開催の相談」をもとに、新たな地域生活上の課題を支援者間で共有し、

これからの支援体制について調整します。 

なお、ケア会議の実施は事前登録対応後おおむね７日以内とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定相談支援事業所はケア会議実施後に、事前登録シートの再作成及び、サービス等

利用計画の見直しを行います。 

 

短期入所の緊急時受け入れは基本的には７日間以内の利用とします。ケア会議を実施し

ても、７日間以上の利用となる場合については、ケア会議の結果をもって市にご相談くださ

い。また、必要に応じてサービスの支給量変更が必要となります。 

 


